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本書は、2011 年３月 11 日に起った本邦有史以来、最大級かつ未曾有の東
日本大震災の直後、避難所として人々の救援拠点となった神社や寺院での
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めたものである。著者の研究の原点は、博士論文を一書にした Altruism in 
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